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今月号の表紙は、昨年度の鳥取三十二万石お城まつり火縄

銃鉄砲隊演武の写真です。

秋の一大イベントである「鳥取三十二万石お城まつり」は

毎年、殿様や姫様、武士などに扮した時代行列や迫力のあ

る火縄銃演武などが行われます。このほかステージイベン

トでは、しゃんしゃん傘踊り・すずっこ踊りや久松小学校

麒麟獅子クラブの麒麟獅子舞、北中学校有志のソーラン節

などが披露されますので、ぜひ足を運んでお楽しみくださ

い！詳しくは本誌 18 ページをご参照ください。

今 月 の 表 紙

〒680-0872　鳥取県鳥取市宮長 276 番地 2
TEL：0857-30-5377 FAX：0857-30-5378

鳥取三十二万石お城まつり
（Ⓒ鳥取市観光コンベンション協会）
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動 向

　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特

別
委
員
会
（
荒
田
潤
之
介
委
員
長
）

は
７
月
31
日
（
水
）
か
ら
２
日
間
、

首
都
圏
か
ら
多
く
の
企
業
誘
致
に
成

功
し
た
宮
崎
県
日
南
市
の
油
津
商
店

街
と
、
城
下
町
の
風
情
が
色
濃
く
残

る
飫
肥
地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
視
察
し
た
油
津
商
店
街
は

２
０
１
３
年
に
、「
４
年
間
で
20
店

舗
の
新
規
出
店
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
４

年
後
に
は
29
店
舗
の
出
店
と
い
う
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
の
﨑
田
恭
平
日
南
市
長

の
強
い
要
請
に
よ
り
、
日
南
市
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
官
と
な
っ
た
㈱
こ

と
ろ
ど
・
田
鹿
倫
基
代
表
取
締
役
か

ら
、
商
店
街
の
現
状
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。

　
田
鹿
氏
は
開
口
一
番
、「
油
津
商

店
街
は
日
本
三
大
が
っ
か
り
の
一
つ
」

だ
と
自
嘲
。
視
察
来
訪
者
の
多
く
は
、

再
生
し
た
商
店
街
へ
の
期
待
感
が
非

常
に
高
く
、
実
際
に
見
る
商
店
街
の

人
の
少
な
さ
に
驚
か
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
た
だ
、
商
店
街
に
人
は
増
え
て
い

る
と
言
う
田
鹿
氏
。
そ
れ
に
つ
い
て

「
商
店
街
に
昔
の
に
ぎ
わ
い
を
再
現

す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
に
合
わ
せ

た
役
割
を
も
た
せ
た
か
っ
た
。
た
だ

た
だ
雇
用
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

地
元
の
若
者
が
多
く
求
め
て
い
る

〝
事
務
職
〟
を
大
前
提
に
し
て
Ｉ
Ｔ

企
業
の
事
務
職
部
門
を
誘
致
し
た
こ

と
で
商
店
街
で
は
な
い
新
た
な
街
が

生
ま
れ
た
」
と
仕
掛
け
を
説
明
し
ま

し
た
。
続
い
て
商
店
街
を
視
察
す
る

と
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
建
物

内
で
多
く
の
方
が
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
の
を
目
の
当
た
り
に
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
仕
事
の

多
様
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
オ
フ
ィ

ス
を
も
つ
意
味
合
い
が
薄
れ
て
き
た

と
の
こ
と
。
鳥
取
に
も
共
通
す
る
こ

と
で
、
首
都
圏
近
郊
の
財
政
力
が
高

い
地
域
と
の
競
争
で
は
勝
算
が
低
い

た
め
、
今
後
も
時
勢
に
応
じ
た
柔
軟

な
発
想
が
必
要
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
伊
東
家
５
万
１
千

石
の
城
下
町
で
あ
る
飫
肥
地
区
を
視

察
。
初
め
に
、
日
南
市
役
所
で
「
飫

肥
の
ま
ち
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
未
来
創
生
課
・
汐
口
竜
平
主

任
主
事
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
日
南
市
が
所
有
す
る
７
件
の
歴
史

的
建
造
物
の
維
持
・
管
理
が
課
題
と

し
て
あ
っ
た
中
、
民
間
か
ら
利
活
用

策
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
５
件
の
建

物
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
と
の
こ

と
。
実
際
に
は
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
１
件
の
み
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
、
実
際
に
建
物
改
修
し
て
経

営
を
始
め
た
も
の
の
、
１
泊
10
万
円

超
で
設
定
し
た
宿
泊
料
の
影
響
も

あ
っ
て
か
稼
働
が
上
が
ら
ず
撤
退
。

現
在
、
そ
の
建
物
「
茜
さ
す
飫
肥
」

を
運
営
し
て
い
る
パ
ー
ク
・
デ
ザ
イ

ン
㈱
の
鬼
束
準
三
代
表
取
締
役
は

「
今
は
１
泊
５
万
円
弱
で
提
供
し
、

稼
働
率
も
上
が
っ
て
き
た
。
今
よ
り

10
％
程
度
稼
働
率
が
あ
が
れ
ば
採
算

に
合
う
」
と
今
後
の
利
用
の
伸
び
に

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
実
際
に
散
策
し
て
み
ま
し
た
が
、

飫
肥
城
下
町
の
よ
う
な
風
情
あ
る
街

並
み
が
残
る
地
域
で
あ
っ
て
も
、
観

光
客
の
数
は
ま
ば
ら
で
し
た
。
城
下

町
に
ど
う
観
光
客
を
呼
び
、
ど
う
滞

在
し
て
も
ら
う
の
か
と
い
っ
た
仕
掛

け
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
今
年
度
、
①
鳥
取
砂

丘
、
②
城
跡
、
③
街
中
―
の
３
エ
リ

ア
を
つ
な
げ
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

の
視
察
を
通
し
て
、〝
に
ぎ
わ
い
〟

と
は
何
を
指
す
の
か
、
と
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
一
度
、
委

員
会
内
で
〝
に
ぎ
わ
い
〟
に
つ
い
て

議
論
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
課
長
補
佐
　

田
中
弘
幸
（
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
特
別
委
員
会
担
当
）

商店街の店舗を案内する田鹿氏
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我が社の従業員のなかに無断欠勤を続けている者がいます。連絡すら取

れずに困っていたところ、退職代行業者から「退職する」との通知を受け

ました。従業員本人と連絡も取れないなかで、この通知に基づいて退職扱いに

することは合法でしょうか。

今回は、退職代行業者による退職の意思表示について説明します。まず、

退職代行業者が従業員の代理なのか使者なのかが問題となりますが、退

職代行業者が従業員に代わって退職の意思表示を行う代理であるとすると、退

職の意思表示が法律事務に該当する結果、弁護士法に違反することになってしまいます。そこで、退職代

行業者は、退職の意思表示を単に伝達するだけの使者と理解することになります。

　したがって、退職代行業者からの通知のみに基づいて退職扱いするのでは不十分であり、原則として

本人に退職意思があることを確認した上で退職扱いすることになります。

　ただし、本件のように従業員本人と連絡が取れず本人に意思確認できないときは、通知が本人の真意

に基づくものであるといえる場合には退職意思があるものとして退職扱いすることは合法と思料されま

す。具体的には、通知書面に実印が押印され印鑑登録証明書も添付されている場合には、退職意思あるも

のとして退職扱いすることは合法となるものと思料されます。

　他方で、本人の真意に基づくものであるか不明な場合には、無断欠勤が一定期間継続した場合に自動

退職する旨就業規則にすでに定めているのであれば、これ

に基づき退職扱いすることは合法となりますし、定めてい

ないときには、黙示的に退職の意思表示があったといえる

事情があれば退職扱いにすることは合法となります。

 退職代行業者と退職の意思表示退職代行業者と退職の意思表示事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
162

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
（
地

原
忠
実
委
員
長
）
は
８
月
22
日
（
木
）

か
ら
２
日
間
、
和
歌
山
県
田
辺
市

の
「
Ｊ
Ａ
南
紀
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
紀
菜
柑
」
と
「
中
田
食
品
㈱
」

を
視
察
し
、
メ
ン
バ
ー
８
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
視
察
は
は
じ
め
に
、
紀
南
地
方

最
大
の
地
産
地
消
施
設
「
Ｊ
Ａ
南

紀
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
紀
菜

柑
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
施
設
は

農
産
物
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
梅
産

業
発
展
の
課
題
解
決
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

視察に参加したメンバー

そ
の
一
つ
が
特
産
品
の
梅
の
魅
力
を

全
国
発
信
し
て
い
る
高
校
（
ク
ラ
ブ

名
は
神
島
屋
）
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
。

地
元
飲
食
店
に
梅
を
活
用
し
た
弁
当

を
製
造
し
て
も
ら
い
、
神
島
屋
の
生

徒
自
ら
が
店
頭
に
立
っ
て
特
製
の
弁

当
を
販
売
し
、
地
域
産
品
の
魅
力
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
梅
干
し
や
梅
加
工
食
品
を

製
造
し
て
い
る
「
中
田
食
品
㈱
」
を

視
察
。
１
８
９
７
年
に
創
業
し
た
同

社
は
、
食
品
の
国
際
認
証
規
格
を
導

入
し
た
安
心
・
安
全
な
物
づ
く
り
と
、

梅
の
素
材
を
生
か
し
た
新
商
品
開
発

で
消
費
者
の
嗜
好
と
食
生
活
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
貢
献
意
識
も
高
く
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
梅
干
製
品

を
寄
贈
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
地
域
産

品
の
商
品
開
発
や
魅
力
の
発
信
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

　
報
告
＝
地
域
振
興
課
長
　
坂
本
佳

代
子
（
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会
担
当
）

　　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　    

産
品
の
開
発
や
発
信
事
例
を
学
ぶ

産
品
の
開
発
や
発
信
事
例
を
学
ぶ
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
吉

岡
佐
和
子
部
会
長
）
は
８
月
８
日

（
木
）、
鳥
取
市
東
品
治
町
の
鳥
取
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
部
会
員
や
行
政
関

係
者
ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
岡
崎
市
都
市
政
策
部
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略

係
係
長
の
中
川
健
太
氏
を
迎
え
、
岡

崎
市
で
推
進
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
Ｑ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
の
概
要
と
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
公
民
連

携
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
と
は
、
行
政

と
民
間
が
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
連

携
し
、
地
域
が
抱
え
る
多
く
の
課
題

を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
良
質
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
手
法
。

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
籠
田
公
園
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
大
小

様
々
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

街
に
多
様
な
世
代
が
集
ま
り
始
め
ま

し
た
。
地
区
内
で
は
過
去
５
年
間
で

74
店
舗
の
新
規
出
店
が
あ
り
、
路
線

価
も
11
年
間
で
約
11
％
上
昇
す
る
な

ど
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
中
川
氏
は
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま

ち
と
い
う
の
は
官
民
の
一
体
的
な
不

動
産
活
用
に
よ
り
官
民
境
界
が
シ
ー

ム
レ
ス
な
公
民
連
携
が
必
須
」
と
強

調
。
ま
ち
に
一
筆
書
き
の
主
要
回
遊

動
線
を
設
定
し
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
エ

リ
ア
が
見
え
る
化
さ
せ
、
公
民
が
ト

ラ
イ
（
投
資
）
す
る
エ
リ
ア
の
よ
り
ど

こ
ろ
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要
と

話
し
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
済
振
興
課
係
長
　
金
兒

耕
平（
金
融
部
会
担
当
）

鳥取警察署からのお知らせ鳥取警察署からのお知らせ Vol.60Vol.60

９月21日（土）から30日（月）までの10日間「秋の全国交通安全運動」が実施されます。
　　　１　反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践等による歩行者の交通事故防止
　　　２　夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶
　　　３　自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

⃝夕暮れ時や夜間に外出する際は、
　明るい色の服で反射材用品、
　LEDライト等を身につけましょう。

⃝歩行者は、運転者に対し、手を上げるなどして
道路を横断する意思を明確に伝えるとともに、
安全を確認してから横断を始めましょう。

⃝運転者は、他者に対する「思いやり、ゆずり合い」
の気持ちを持った運転と歩行者保護に留意した
運転を心掛けましょう。

⃝自動車運転手は、早めのライト
点灯とハイビームを有効に活用
する運転を心掛けましょう。

⃝飲酒運転根絶のため、飲酒運転を絶対にしない・
させない・許さないという社会を目指し
ましょう。

⃝自転車や特定小型原動機付自転車に乗
る時は、ヘルメットを着用し、交通ルー
ルを守って安全に利用しましょう。

秋の全国交通安全運動の実施秋の全国交通安全運動の実施

日没時間が急激に早まる秋口以降は、夕暮れ時から夜間にかけて
重大交通事故が発生しやすくなります。

運
動
重
点

講演する中川講師

　　  

金
融
部
会
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

金
融
部
会
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　　
　　
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
を
目
指
す

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
を
目
指
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
公
民
連
携
・
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略

公
民
連
携
・
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｗ
Ａ
戦
略
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鳥
取
市
教
員
委

員
会
な
ど
は
８
月

20
日
（
火
）、
鳥

取
市
本
町
３
丁
目

の
鳥
取
商
工
会
議

所
（
児
嶋
祥
悟
会

頭
）
を
訪
れ
、
体

験
的
学
習
活
動
等

休
業
日
の
有
給
休

暇
取
得
に
つ
い
て

協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　
体
験
的
学
習
活

動
等
休
業
日
は
２

０
２
０
年
度
、
家

庭
お
よ
び
地
域
で

体
験
的
な
学
習
活

動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
導
入

さ
れ
、
鳥
取
市
で
は
、「
や
っ
て
み

よ
う
！
で
ー
（
ｄ
ａ
ｙ
）」
の
名
称

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
の
学
校
休
業
日
で
は
、

Ｆ
Ｍ
鳥
取
の
生
放
送
出
演
や
カ
ヌ
ー

体
験
、
一
日
図
書
館
員
、
勾
玉
づ
く

り
な
ど
普
段
体
験
で
き
な
い
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
族
の
ふ
れ

あ
い
だ
け
で
な
く
、
体
験
活
動
を
通

し
て
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会

の
担
当
者
ら
が
鳥
取
商
工
会
議
所
を

訪
れ
て
活
動
趣
旨
を
説
明
。
今
年
２

回
目
と
な
る
11
月
１
日
（
金
）
の
学

校
休
業
日
周
知
に
加
え
、
当
日
の
積

極
的
な
有
給
休
暇
取
得
に
つ
い
て
会

員
事
業
所
に
推
進
し
て
も
ら
う
よ
う

協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
１
日
・
22
日
の
両
日
、

鳥
取
働
き
方
改
革
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
祝
日
と
組
み
合
わ
せ
た
連
続
休

暇
の
取
得
を
促
進
す
る
「
有
給
休
暇

取
得
促
進
デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
学
校
休
業
日
を
契
機
と
し

た
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
い
て

周
知
啓
発
を
求
め
ま
し
た
。

体験的学習活動等休業日体験的学習活動等休業日

子どもたちと一層のふれあいを子どもたちと一層のふれあいを
11/1（11/1（金金）は、やってみよう！でー(day)）は、やってみよう！でー(day)

要請を受ける児嶋会頭（中央）

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年  東東京京便便  夏夏ダダイイヤヤ

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続
東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  8 時 55 分 10 時 10 分
296 11 時 10 分 12 時 30 分
298 15 時 25 分 16 時 45 分
300 18 時 30 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  7 時 00 分  8 時 15 分
293  9 時 10 分 10 時 25 分
295 13 時 25 分 14 時 40 分
297 16 時 30 分 17 時 45 分
299 19 時 15 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取
期間：2024年10月26日まで
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環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.15Vol.15

～研究紹介～
氏　　　名　老田　智美（おいだ　ともみ）
 准教授
所　　　属　公立鳥取環境大学
　　　　　　環境学部
取�得�学�位　博士（工学）（東京大学）

研究テーマ　利用者参加型手法による建築ユニバーサルデ
　　　　　　ザインに関する研究

主な研究内容
　私の専門分野は「建築ユニバーサルデザイン」です。建
築ユニバーサルデザイン（ＵＤ）とは、障がいの有無、年
齢、性別、人種等にかかわらず、より多くの人が安全・安
心・快適に利用できる建物や環境をデザインすることです。
　以前、熊本に新規に建設するショッピングセンター（Ｓ
Ｃ）のUD整備の依頼を、商業ディベロッパーから受けた
ことがあります。最初に取りかかったのは、既存ＳＣの来
店者に対する施設満足度調査です。アンケート形式で行っ
たこの調査は、大阪と福岡のＳＣで各500人、計1,000人の
回答を得ました。異なる地域で行った調査でしたが、「駐
車場内のわかりにくさ」「店内の案内・誘導サインのわか
りにくさ」「こどもと一緒に利用できるトイレ環境の少な
さ」が共に上位を占める課題として挙がりました。熊本の
新規ＳＣの建設では、「駐車場と店内の案内・誘導サイン」

と「トイレ環境」を中心にＵＤ整備を行いました。
　竣工後、既存ＳＣとは異なる状況がありました。ひとつ
は来店者からのクレームがほとんど無かったこと。もうひ
とつは養護学校から「遠足先として団体で来店してもよい
か」という問合せがあったことです。ＵＤ整備をしたＳＣ
として認識してもらえたのだと思います。これ以降も同一
グループの多数のＳＣで施設満足度調査をはじめ、障がい
者団体の方々とのワークショップなどを行ってきました。
そこで見えてきたのは、例えば重度の身体障がいのあるこ
どもとその家族や、病気後にリハビリを兼ねて来店する高
齢者など、事業者側が来店者層としてあまり想定していな
かった方々も多く来店し、ショッピングや食事などを楽し
んでいるということです。このようにまちづくりや施設づ
くりでの利用者参加型手法は、つくり手だけでは気づけな
い、そのまちや施設の潜在的な機能や魅力を引き出すきっ
かけになります。
　人生100年時代の今、仮に病気や事故でからだが不自由
になっても今までと変わらず仕事ができ、趣味や余暇を楽
しむ生活が送れること、そしてそれを可能にする環境が求
められます。利用者参加型手法はその実現につながると思
います。

応用分野
　観光ユニバーサルデザイン、安心・安全・快適なまちと
建築の創造

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会

長
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
）
の
２
０
２
４
年
度
定
期
総
会
が

８
月
９
日
（
金
）、
米
子
市
久
米
町

の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

米
子
で
開
か
れ
、
鳥
取
、
米
子
、
倉

吉
、
境
港
の
４
商
議
所
か
ら
会
頭
ら

26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
冒
頭
の
児
嶋
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
永
年
勤
続
役
職

員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
各
商
議
所
の

代
表
被
表
彰
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
事
に
移
り
、
23
年
度
の

事
業
報
告
と
収
支
決
算
の
ほ
か
、
今

年
度
の
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案

が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
政
策
提
言
活
動

の
充
実
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
を
通
じ
た
取
引
適
正
化
や
円
滑

な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
環
境
整
備
を

重
点
項
目
に
掲
げ
た
ほ
か
、
今
秋
に

開
か
れ
る
「
第
36
回
全
国
健
康
福
祉

祭
と
っ
と
り
大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
」
へ
の
協

力
、
来
年
開
幕
す
る
国
際
イ
ベ
ン
ト

「
２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
」
を

見
据
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
整
備

な
ど
の
取
り
組
み
で
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
取
商
議
所
関
係
の
永
年
勤
続
表

彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
勤
続
年

数
は
４
月
１
日
現
在
）

　
井
戸
垣
泰
志
（
中
小
企
業
振
興
部

長
）
＝
勤
続
年
数
30
年
▽
田
中
弘
幸

（
地
域
振
興
課
長
補
佐
）
＝
同
15
年

８
カ
月

事業計画などを承認した定期総会

　　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会

定定  

期期  

総総  

会会  

をを  

開開  

催催

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　    

永
年
勤
続
表
彰
、
事
業
計
画
な
ど
承
認

永
年
勤
続
表
彰
、
事
業
計
画
な
ど
承
認
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鳥取商工会議所は「商工会議所法」（昭和２８年法律１４３号）の規定により、商工業の状況を的
確に把握するため、特定商工業者を対象に毎年、法定台帳を作成し、管理・運営することを義務付け
られています。法定台帳の作成、管理・運営に要する費用は、鳥取県知事の許可を受けて負担金とし
て特定商工業者の皆さまにその一部を負担いただくことになっています。（商工会議所法第１２条）

※既に当所の年会費を口座振替としていただいている特定商工業者の皆さまは、９月２５日（水）に
口座振替させていただきますのであらかじめご了承ください。

該当される事業所におかれましては、登録、負担金の納入等につきましてご協力くださいますよう
お願いいたします。

【お問い合わせ】

鳥取商工会議所　総務課

ＴＥＬ／０８５７－３２－８００２
ＦＡＸ／０８５７－２２－６９３９

※特定商工業者として事業内容を商工会議所に登録されただけでは商工
会議所の会員ではありませんのでご注意ください。

特定商工業者

～一定基準以上の事業所です

会議所会員との違い

～法律で指定された商工業者です

「法定台帳」

～事業内容の登録台帳です

特定商工業者の事業内容を鳥取商工会議所に登録し

ていただく台帳のことで、毎年１回作成しています。

（商工会議所法第１０条）

作成された台帳は、皆さまの事業の繁栄や当地経済

の振興に役立てています。秘密事項の保全について

は、細心の注意を払って管理しています。

負 担 金

～作成・運用の経費です

２，０００円（年間）の負担金は、法定台帳に登録
してある登録業者の各種データ作成、更新、および
管理・運用するため、必要最小限の経費としてご負
担いただくものです。 （商工会議所法第１２条）

特定商工業者
かつ会議所会員

会員（任意）

※

特定商工業者
（法定）

▼START

法人ですか？個人ですか？

資本金額または払込出資総額が
３００万円以上ですか？

従業員が２０人以上（商業・
サービス業は５人）ですか？

あなた（貴社）は
特定商工業者です。

①法定台帳の提出が必要です。

②年間２,０００円の負担金が
必要です。

あなた（貴社）は
該当しません。

法人 個人

はい いいえ

はい いいえ

作成と負担金のお願い
特定商工業者の皆様へ

法定
台帳
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県内各地でイベント盛りだくさん！みんなで「ねんりんピック」を楽しもう！

ねんりんピックはばたけ鳥取2024実行委員会
（鳥取県地域社会振興部ねんりんピックはばたけ鳥取2024実施本部事務局内）
〒680-8570　鳥取県鳥取市東町１丁目271　大会HP：https://nenrin-tottori2024.jp/
電話：0857－26－7908　ファクシミリ：0857－26－8741

お
問
合
せ
先

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
大
真
空
鳥
取
事
業
所

　
鳥
取
市
若
葉
台
南
７
丁
目
３
―
21

　
事
業
所
長
＝
平
尾
　
明
彦

◆
㈱
松
田
安
鐵
工

　
鳥
取
市
南
栄
町
14

　
代
表
取
締
役
＝
福
嶋
　
明
子

◆
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
鳥
取
支
店

中
小
企
業
事
業

　
鳥
取
市
末
広
温
泉
町
７
２
３
鳥
取

県
Ｊ
Ａ
会
館
６
Ｆ

　
支
店
長
兼
中
小
企
業
事
業
統
括
＝

稲
田
　
温
士

【
社
名
変
更
】

◆
㈱
日
本
ク
リ
ー
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
→

㈱
Ｃ
Ａ
Ｋ

【
住
所
変
更
】

◆
㈲
三
栄
工
機

　
鳥
取
市
横
枕
４
３
４
―
９
→
鳥
取

市
本
高
２
９
０
―
９

◆
㈲
ラ
ブ
ア
ン
ド
ピ
ー
ス

　
鳥
取
市
栄
町
６
０
１
→
鳥
取
市
富

安
２
丁
目
８
番
地

　
社
名
変
更
・
代
表
者
変
更
・
住
所

変
更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
情
報
（ 

）

敬
称
略
・

順
不
同

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
け
出
分

小規模事業者経営改善資金

無担保・無保証人 マル経融資 をご活用ください！

●融資限度額 ２，０００万円  ●利率 年１.４５％（2024.9.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝７年以内（据え置き１年以内）、設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）

問い合わせ先  鳥取商工会議所経営支援一課 ℡:０８５７－３２－８００５ 

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、無保証人で受けられる融資制度です。

　融資対象は、従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の

事業所です。お気軽にご相談ください。
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貴社のチラシを会報と一緒に会員事業所等へ配布します！

折り込み料金（１ヵ月/消費税10％込み）２，７００枚
＜チラシ＞

※年間契約は２０％引き、半年契約は１０％引き、３ヵ月契約は５％引き 

例えば… Ａ４チラシ単独ＤＭの場合

市内約2‚700社へ郵送したとすると
切手代＠８４×２，７００社＝２２６，８００円

なんとっ！204‚800円もお得!!

■こんな告知が有効です…忘新年会・歓送迎会などの宴会プランのご案内、職員旅行・団体旅行商品などのご案内、営業車両関係、福利厚生

関係、文具備品、ユニホーム、通信関係、年賀状印刷、貸室・テナント募集、各種イベント・説明会等への集客、新製品情報、独立開業 …など。

お問い合わせ・お申し込みは … 鳥取商工会議所 経済振興課 TEL（０８５７）３２－８００３へ

■申込期限 ：封入希望月の前月 20日ごろまで

■納品期限 ：封入希望月の前月末までに経済振興課へ

■その他  ：①申し込みは鳥取商工会議所の会員に限ります。
（非会員の方はこの機会に加入してぜひご利用ください）

②チラシのサイズ（２つ折り等を含む）はＡ４判以内とします。
③申し込みの受け付けは約２０社までとします。
④総重量及び掲載内容によってはお断りする場合があります。
⑤広告代理店等による複数の事業所の連合広告は取り扱い致しません。

毎月１５日ごろろに
お届けします！

申込書は鳥取商工

会議所ホームペー

ジからダウンロー

ドできます。

会員特典！

B5・A4判 B4・A3判2つ折り

２７‚５００円２２‚０００円

大阪・関西万博
お得な超早期購入割引チケットのご案内

■正式名称：２０２５年日本国際博覧会

■テ ー マ：いのち輝く未来社会のデザイン

■開催期間：2025年 4 月 13 日～10 月 13 日

■開催時間：９：００～２２：００

■会  場：夢洲（ゆめしま）（大阪市此花区）

【チケット購入方法】

右のＱＲコード、または当所ＨＰの申込フォームに必要事項を入力してください。
申込者に、(公社)2025年日本国際博覧会協会からご購入の手続きをご案内いたします。
ご購入手続き後、入場チケット(チケットＩＤ)がＣＳＶデータで届きます。

くるぞ、万博。

【問い合わせ先】 鳥取商工会議所 総務課 ＴＥＬ：0857-32-8002

※表は会期中いつでも１回入場可能な
一日券の価格を比較したものです。

＼オススメ／

超早期購入割引 通常

大人
満18歳以上 6,000円 7,500円

中人
満12～17歳 3,500円 4,200円

小人
満4～11歳 1,500円 1,800円

一日券は
超早期購入割引で
20％OFF！ パビリオン

特別抽選付き！

鳥取商工会議所では、通常料金よりお得に購入できる
「超早期購入割引チケット」を９月25日（水）まで販売しています。
この機会にぜひお買い求めください！

動 向
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　2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）は、2025年４月13日から10月13日まで
の184日間、大阪の夢洲で開催される。日本での開催は2005年の愛知万博以来20年ぶ
り６回目。160を超える国・地域と国際機関が参加を表明しており、会期中に約2820
万人の来場を想定している。
　テーマは「いのち輝く未来社会のデザイン」。日本政府や大阪府・市、民間企業など
の国内パビリオン27施設のほか、ドイツやイタリアなど海外パビリオンも独創的なデ
ザインを施した建物や展示スペースを準備し環境技術などを発信する。
　会場とその周辺は、空飛ぶクルマや水素燃料電池船といった次世代の移動手段が行
き交う「未来」を体感できる場となりそうだ。
　運営主体の公益社団法人2025年日本国際博覧会協会は、前売りで1400万枚の販売
を目指す。同協会では各種特典が得られるお得な超早割１日券などの事前購入を呼び
掛けている。

１．テーマ：「いのち輝く未来社会のデザイン」
２．サブテーマ：
　　　⑴ Saving Lives（いのちを救う）
　　　⑵ Empowering Lives（いのちに力を与える）
　　　⑶ Connecting Lives（いのちをつなぐ）
３．コンセプト：People’s Living Lab（未来社会の実験場）
４．開催期間：2025年４月13日（日）～ 10月13日（月）の184日間
５．開催場所：大阪　夢洲（ゆめしま) 

※詳細情報は、公益社団法人2025年日本国際博覧会協会のホームページを
　ご確認ください。（URL: https://www.expo2025.or.jp/）
　右記二次元コードをご利用ください。

そろそろ、
手帳に、万博を。 

2025年 日本国際博覧会　概要

2025年 日本国際博覧会（大阪・関西万博）開催概要

海外パビリオン大阪・関西万博 見どころ紹介

　テーマは「生命（ライフ）」
「地球（プラネット）」「人間
拡張（オーグメンテッド・
ヒューマン）」の３つ。エコ
ロジカルフットプリント（人
間活動が環境に与える負
荷）が最も小さいパビリオ
ンを目指している。

　「未来を切り拓く遺産」
がテーマ。木材が基調の
外観は、ポーランドの創造
性と革新性の波が広がる
ことを表現している。館内
では、定期的にポーランド
出身の作曲家・ショパンの
ピアノ曲が楽しめる。
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

実
務
家

スーパードライ物語 田中 晃 49分
健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

長く続ける秘訣
  公開期限：2024年10月末

草野 仁 38分

一
般
経
営

NEW
コミュニティ経営のすすめ（2） 金野 美香 44分 世界遺産検定マイスターが伝える

地域のブランド力とは あけ ひとみ 45分

徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（4） 岡田 晃 21分 法

律
労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

研
修
・
人
材
育
成

あなたの想いが伝わる
ハートフルスピーチ 悠稀 智惠 20分 労

務
NEW  今さら聞けない
労務管理の基本セミナー
  公開期限：2024年11月末

惠島 美王子 81分

Z世代との接し方に困っている
40代、50代へ　育て方と
メンタルを前向きに保つヒント

夏目 えみ 43分 税
務・財
務

経
理

NEW  経理担当者向け
経理の応用　～月次決算～
  公開期限：2024年11月末

玉川 祐太 82分

写真写りが劇的によくなる
撮られ方＆自撮りテクニック 渕上 真由 23分

まだ間に合う！対策がまだの人のための
電子帳簿保存法対応のポイント
  公開期限：2024年９月末

塩野 貴之 84分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp
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多様な検定試験を通じて産業人材の育成を図り
日本経済の発展に貢献します

eco検定（環境社会検定試験）®
ビジネスと環境の相関を的確に説明する力をつけるため、
多くの企業で導入されている検定です！
eco検定は、複雑・多様化する環境問題を幅広く体系的に身に付けられる「環境教育の
入門編」として幅広い業種・職種の方に活用いただいています。
ビジネスシーンにおけるキャリアアップはもちろん、生活者として健康で安全な暮らしを
送るために、社会の様々な場面で役立つ検定試験です。

福祉住環境コーディネーター検定試験®
超高齢化社会を迎えた日本で、ますます存在感が高まる検定試験

■2024年度試験スケジュール（第2シーズン）
検定試験

・ビジネスマネジャー検定試験
・ビジネス実務法務検定試験
 （2・3級）
・カラーコーディネーター検定試験
 （アドバンス・スタンダード）

8/27（火）
　　～9/4（水）

9/12（木）
　～9/18（水）

9/20（金）
　～10/1（火）

10/25（金）
　～11/11（月）

9/17（火）
　～9/25（水）

【お問合せ先】鳥取商工会議所 検定担当
　ＴＥＬ　0857-32-8004

東京商工会議所検定センター 　　　鳥取商工会議所
https://kentei.tokyo-cci.or.jp/  　　　https://tottori-cci.or.jp/certification-exam/

10/3（木）
　～10/9（水）

10/11（金）
～10/22（火）

11/15（金）
　～12/5（木）

・環境社会検定試験（eco検定）
・福祉住環境コーディネーター
   検定試験（2・3級）

申込期間 試験期間団体クーポン
申込期間

先行申込期間
（団体受験者専用）

福祉住環境コーディネーターとは、高齢者や障がい者に対して、住みやすい住環境を提
案するアドバイザーです。
医療・福祉・建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携をとり
ながらクライアントに適切な住宅改修プランを提示します。
また福祉用具や諸施策情報などについてもアドバイスします。

受験者が3名以上の場合に「団体申込」がご利用いただけま
す。「団体申込」をご利用いただくことで、受験者の申込情報
や成績が一元管理できるほか、受験料の支払いも団体で一括
して精算いただくことが可能です。
割引の適用には、当所経由での申込が必要です。直接申し込
みの場合は、割引が適用されませんのでご注意ください。
ご検討いただける場合は、下記までお問い合わせください。

団体申込で
会員企業の団体受験料

5％割引
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対
外
交
流
特
別
委
員
会
は
７
月
22
日
、
松
江
商
工
会
議
所（
松
江
市
）で
松
江

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
共
同
で
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
陰
両
県
の
県
庁
所
在
地
で
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
同
士
の
交
流
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
活
動
の

柱
に
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
は
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
堰
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
自
己
紹

介
、
各
単
会
の
既
存
事
業
や
活
動
内
容
の
報
告
、
単
会
の
歴
史
な
ど
を
互
い
に
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、両
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
が
親
睦
を
深
め
、

交
流
事
業
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、
年
２
回
予
定
し
て
い
る
う
ち
の
１
回
目
と
な
り
ま
す
。
次

回
は
鳥
取
の
地
で
２
回
目
の
交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
な
内
容
を
企
画
し
、
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
会
員
数
が
２
０
０
人
を
超
え
る
単
会
に

成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
内
部
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
団
体
、
特
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
会
と
の
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
、
対
外
交
流
特
別
委
員
会
は

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
活
発
な
交
流
事
業
を
展

開
し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　 

山
根
　
真

308
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
秋
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ 

る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
中
は
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
も
の

の
、
朝
夕
に
は
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
秋
の
訪
れ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
を
迎
え
、
自
然
の
恵
み

を
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
を
楽
し
み
な
が
ら
、
充
実

し
た
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
７
月
22
日
に
松

江
の
地
で
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
８
月
３
日
と
４
日
に
は
、

松
江
水
郷
祭
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
き
ま
し

た
。
両
日
と
も
対
外
交
流
特
別
委
員
会
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
企
画
・
運
営
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
同
じ
山
陰
エ
リ

ア
に
、
そ
し
て
同
じ
県
庁
所
在
地
に
組
織
を

置
く
単
会
と
し
て
共
通
項
も
あ
り
、
交
流
か

ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
29
日
に
は
鳥
取
城
跡
『
お
堀
の
水
を

ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
』
に
参
加
す
る
事
業
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
国
版
テ
レ
ビ
の
撮
影
が

入
り
、
こ
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
鳥
取
市

民
の
皆
さ
ん
や
全
国
の
観
光
客
に
鳥
取
城
跡

エ
リ
ア
に
注
目
を
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、

三
階
櫓
復
元
の
早
期
実
現
へ
の
気
運
を
高
め

た
い
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
中
学
生

や
市
民
の
見
学
者
も
多
く
、
鳥
取
城
跡
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
夏
休
み
の

思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
元
へ
の
関
心
や
郷
土
愛

に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
例
会
で
は
、
仕
組
み
改
善
委
員
会
が

昨
年
度
ま
で
に
出
て
き
た
課
題
や
組
織
の
仕

組
み
の
改
善
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
常
に
進
化
を
求
め
挑
戦

し
続
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
目
標
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
に

歩
み
を
と
め
る
こ
と
な
く
、
共
に
未
来
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
８
月
14
日
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に

第
60
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
で
行
う
従

来
の
形
に
戻
り
、
沿
道
で
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
応
援
を
受
け
る
中
、
改
め
て
地
域
の
元

気
に
つ
な
が
る
、
ま
た
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
大
事
な
祭
り
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
半
分
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
商
工
業
発
展
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
６
年
度

　
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
８
月
７
日
、
担
当
の
８
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
組
織
運
営
上
の
課
題
解
決
を
目
指
し
活
動
す
る
一
方
、

対
外
的
な
事
業
が
な
く
、会
員
に
活
動
内
容
が
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
た
め
、

改
め
て
仕
組
み
改
善
委
員
会
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
ま

し
た
。

　
例
会
で
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
？
」

と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。
各
種
情
報
の
マ
ス
タ
ー

デ
ー
タ
作
成
、Ａ
Ｔ
の
手
帳
機
能
の
活
用
、
写
真
共
有
の
仕
組
み
変
更
、
委

員
会
報
告
の
集
め
方
や
例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
ど
れ
も
少
し
難
し
い
内

容
で
し
た
が
、
例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
例
会
参
加
者
の
約
95
％
の
方

が「
理
解
で
き
た
」と
回
答
。特
に
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
作
成
に
つ
い
て
は「
早

く
進
め
る
べ
き
」と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、改
善
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
組
み
改
善
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く
て
は
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、「D

on’t think.feel !! 

」の
精
神
で
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。仕

組
み
改
善
委
員
会
　
委
員
長
　
下
園
　
裕
樹
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

８
月
例
会
開
催

８
月
例
会
開
催

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
８
月
14
日
、「
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
連
」
と
し
て
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加
し
、

街
中
で
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
息
の
合
っ
た
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、

会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
参
加
人
数
は
踊
り
子
40
人
、
ス
タ
ッ
フ
12
人
合
わ

せ
て
52
人
。
募
集
を
始
め
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

定
員
に
達
し
、
す
ぐ
に
締
め
切
り
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
傘
の
扱
い
に

悪
戦
苦
闘
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経
験
者
が
フ
ォ

ロ
ー
し
な
が
ら
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
片
原
通
り 

か
ら
智
頭
街
道
を
約
２

時
間
半
に
わ
た
っ
て
練
り
歩
き
、
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
が

終
了
地
点
と
な
り
ま
し
た
。
練
習
か
ら
本
番
ま
で
、

に
ぎ
や
か
に
会
員
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
で
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
は
60
回
目
を
迎
え
、
記

念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
鳥
取

市
の
中
心
部
に
は
約
25
万
人
も
の
観
覧
者
が
訪
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

節
目
の
年
に
、
多
く

の
メ
ン
バ
ー
と
参
加

で
き
、
大
変
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
盆
の
忙
し
い
時
期

に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
会
員
交
流
会

　
　
委
員
長

　
　
　 

大
深
　
仁
恵

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
７
月
29
日
、
鳥
取
城
跡
の
お
堀

で
テ
レ
ビ
東
京
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組「
緊
急
Ｓ
Ｏ

Ｓ
！
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」の
ロ
ケ
、
タ
レ
ン
ト

を
招
致
し
、「
お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」を
開
催

し
ま
し
た
。
約
80
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
生

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
番
組
は
テ
レ
ビ
東
京
系
列
で

９
月
に
放
送
予
定
で
す
。

　
春
先
か
ら
動
き
出
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

企
画
段
階
か
ら
鳥
取
市
の
担
当
課
に
協
力
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
鳥
取
県
の
担
当
課
や
鳥
取
西
高
校
に
も
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
鳥
取
県
の
平
井

伸
治
知
事
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
産
官
学
民
連
携
の
も

と
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
前
準
備
と
し
て
７
月
25
日
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
抜

き
、
29
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
２
時
間
か
け
て
、

生
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
か
な
り
の
炎
天
下
で
し
た

が
、
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で

協
力
し
な
が
ら
進
め
た
作
業
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
の

思
い
出
に
残
る
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、放
送
さ
れ
る

番
組
を
通
じ
、全
国
の
観

光
客
に
対
し
、鳥
取
城

跡
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
地
元
の
方
々
に

は
改
め
て
鳥
取
城
跡
の

魅
力
を
認
識
す
る
機
会

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

番
組
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
お
城
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
　
河
田
　
圭
太

お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦

お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦

松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会

松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加

　    　 宮本 敏行 君
　    （みやもと としゆき）
事 業 所 名  ㈱宮本外装
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　曽我 北斗 君
　       （そが ほくと）
事 業 所 名  プライベートサロンRIRIVET
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　田中 嘉典 君
　    （たなか よしのり）
事 業 所 名  ㈱ムーブ
所属委員会  政策提言委員会

　    　 義仲 眞純 君
　    （よしなか ますみ）
事 業 所 名  牛臥電気工事㈲
所属委員会  政策提言委員会

新入会員（４名）

参加したメンバー

交流会の様子

平井知事と参加したメンバー

下園委員長

高藤会長あいさつ
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対
外
交
流
特
別
委
員
会
は
７
月
22
日
、
松
江
商
工
会
議
所（
松
江
市
）で
松
江

Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
共
同
で
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
陰
両
県
の
県
庁
所
在
地
で
そ

れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
同
士
の
交
流
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
活
動
の

柱
に
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
は
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
堰
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
自
己
紹

介
、
各
単
会
の
既
存
事
業
や
活
動
内
容
の
報
告
、
単
会
の
歴
史
な
ど
を
互
い
に
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、両
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
が
親
睦
を
深
め
、

交
流
事
業
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
は
、
年
２
回
予
定
し
て
い
る
う
ち
の
１
回
目
と
な
り
ま
す
。
次

回
は
鳥
取
の
地
で
２
回
目
の
交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ

と
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
な
内
容
を
企
画
し
、
有

意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
会
員
数
が
２
０
０
人
を
超
え
る
単
会
に

成
長
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
内
部
だ
け
で
な
く
、
ほ

か
の
団
体
、
特
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
会
と
の
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
い
こ
う
と
、
対
外
交
流
特
別
委
員
会
は

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
活
発
な
交
流
事
業
を
展

開
し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　 

山
根
　
真
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会
長
あ
い
さ
つ

　
秋
風
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ 

る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
中
は
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
も
の

の
、
朝
夕
に
は
涼
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
秋
の
訪
れ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
実
り
の
秋
を
迎
え
、
自
然
の
恵
み

を
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
を
楽
し
み
な
が
ら
、
充
実

し
た
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
７
月
22
日
に
松

江
の
地
で
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
８
月
３
日
と
４
日
に
は
、

松
江
水
郷
祭
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
き
ま
し

た
。
両
日
と
も
対
外
交
流
特
別
委
員
会
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
企
画
・
運
営
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
同
じ
山
陰
エ
リ

ア
に
、
そ
し
て
同
じ
県
庁
所
在
地
に
組
織
を

置
く
単
会
と
し
て
共
通
項
も
あ
り
、
交
流
か

ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
29
日
に
は
鳥
取
城
跡
『
お
堀
の
水
を

ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
』
に
参
加
す
る
事
業
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
国
版
テ
レ
ビ
の
撮
影
が

入
り
、
こ
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
鳥
取
市

民
の
皆
さ
ん
や
全
国
の
観
光
客
に
鳥
取
城
跡

エ
リ
ア
に
注
目
を
し
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
、

三
階
櫓
復
元
の
早
期
実
現
へ
の
気
運
を
高
め

た
い
と
い
う
思
い
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
小
中
学
生

や
市
民
の
見
学
者
も
多
く
、
鳥
取
城
跡
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
夏
休
み
の

思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
元
へ
の
関
心
や
郷
土
愛

に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
例
会
で
は
、
仕
組
み
改
善
委
員
会
が

昨
年
度
ま
で
に
出
て
き
た
課
題
や
組
織
の
仕

組
み
の
改
善
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

現
状
に
満
足
せ
ず
、
常
に
進
化
を
求
め
挑
戦

し
続
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
目
標
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
基
に

歩
み
を
と
め
る
こ
と
な
く
、
共
に
未
来
を
切

り
開
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
８
月
14
日
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に

第
60
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
で
行
う
従

来
の
形
に
戻
り
、
沿
道
で
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
応
援
を
受
け
る
中
、
改
め
て
地
域
の
元

気
に
つ
な
が
る
、
ま
た
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
大
事
な
祭
り
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
半
分
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
商
工
業
発
展
や
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
愛
さ
れ
る
事

業
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
６
年
度

　
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
８
月
７
日
、
担
当
の
８
月
例
会
を
開
催
し
ま
し

た
。鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
組
織
運
営
上
の
課
題
解
決
を
目
指
し
活
動
す
る
一
方
、

対
外
的
な
事
業
が
な
く
、会
員
に
活
動
内
容
が
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
た
め
、

改
め
て
仕
組
み
改
善
委
員
会
の
役
割
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画
し
ま

し
た
。

　
例
会
で
は「
仕
組
み
改
善
委
員
会
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
？
」

と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。
各
種
情
報
の
マ
ス
タ
ー

デ
ー
タ
作
成
、Ａ
Ｔ
の
手
帳
機
能
の
活
用
、
写
真
共
有
の
仕
組
み
変
更
、
委

員
会
報
告
の
集
め
方
や
例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、
ど
れ
も
少
し
難
し
い
内

容
で
し
た
が
、
例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
例
会
参
加
者
の
約
95
％
の
方

が「
理
解
で
き
た
」と
回
答
。特
に
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
作
成
に
つ
い
て
は「
早

く
進
め
る
べ
き
」と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、改
善
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
仕
組
み
改
善
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く
て
は
、
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、「D

on’t think.feel !! 

」の
精
神
で
お
力
添
え
を

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。仕

組
み
改
善
委
員
会
　
委
員
長
　
下
園
　
裕
樹

発行：令和 6年 9月１5日
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

８
月
例
会
開
催

８
月
例
会
開
催

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
８
月
14
日
、「
鳥
取
Ｙ

Ｅ
Ｇ
連
」
と
し
て
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加
し
、

街
中
で
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
息
の
合
っ
た
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
傘
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
、

会
員
間
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら

祭
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
参
加
人
数
は
踊
り
子
40
人
、
ス
タ
ッ
フ
12
人
合
わ

せ
て
52
人
。
募
集
を
始
め
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

定
員
に
達
し
、
す
ぐ
に
締
め
切
り
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
も
多
く
、
傘
の
扱
い
に

悪
戦
苦
闘
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経
験
者
が
フ
ォ

ロ
ー
し
な
が
ら
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、
片
原
通
り 

か
ら
智
頭
街
道
を
約
２

時
間
半
に
わ
た
っ
て
練
り
歩
き
、
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
が

終
了
地
点
と
な
り
ま
し
た
。
練
習
か
ら
本
番
ま
で
、

に
ぎ
や
か
に
会
員
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
で
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
は
60
回
目
を
迎
え
、
記

念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
鳥
取

市
の
中
心
部
に
は
約
25
万
人
も
の
観
覧
者
が
訪
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

節
目
の
年
に
、
多
く

の
メ
ン
バ
ー
と
参
加

で
き
、
大
変
有
意
義

な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
盆
の
忙
し
い
時
期

に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
会
員
交
流
会

　
　
委
員
長

　
　
　 

大
深
　
仁
恵

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
７
月
29
日
、
鳥
取
城
跡
の
お
堀

で
テ
レ
ビ
東
京
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組「
緊
急
Ｓ
Ｏ

Ｓ
！
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」の
ロ
ケ
、
タ
レ
ン
ト

を
招
致
し
、「
お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦
」を
開
催

し
ま
し
た
。
約
80
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
生

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
番
組
は
テ
レ
ビ
東
京
系
列
で

９
月
に
放
送
予
定
で
す
。

　
春
先
か
ら
動
き
出
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、

企
画
段
階
か
ら
鳥
取
市
の
担
当
課
に
協
力
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
鳥
取
県
の
担
当
課
や
鳥
取
西
高
校
に
も
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
鳥
取
県
の
平
井

伸
治
知
事
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
産
官
学
民
連
携
の
も

と
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
前
準
備
と
し
て
７
月
25
日
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
抜

き
、
29
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
２
時
間
か
け
て
、

生
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
か
な
り
の
炎
天
下
で
し
た

が
、
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で

協
力
し
な
が
ら
進
め
た
作
業
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
の

思
い
出
に
残
る
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
、放
送
さ
れ
る

番
組
を
通
じ
、全
国
の
観

光
客
に
対
し
、鳥
取
城

跡
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
地
元
の
方
々
に

は
改
め
て
鳥
取
城
跡
の

魅
力
を
認
識
す
る
機
会

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

番
組
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
お
城
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
　
河
田
　
圭
太

お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦

お
堀
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大
作
戦

松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会

松
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
会

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
に
参
加

　    　 宮本 敏行 君
　    （みやもと としゆき）
事 業 所 名  ㈱宮本外装
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　曽我 北斗 君
　       （そが ほくと）
事 業 所 名  プライベートサロンRIRIVET
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

　    　田中 嘉典 君
　    （たなか よしのり）
事 業 所 名  ㈱ムーブ
所属委員会  政策提言委員会

　    　 義仲 眞純 君
　    （よしなか ますみ）
事 業 所 名  牛臥電気工事㈲
所属委員会  政策提言委員会

新入会員（４名）

参加したメンバー

交流会の様子

平井知事と参加したメンバー

下園委員長

高藤会長あいさつ
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７
月
17
日
、
鳥
取
商
工
会
議
所
で

７
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
特
別
委
員
会
の
担
当
副
会

頭
・
西
垣
豪
氏
、
委
員
長
・
荒
田
潤

之
介
氏
、
副
委
員
長
・
縫
谷
吉
彦
氏

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
委
員
会
の
目

的
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
西
垣
副
会
頭
が
委
員
会

発
足
の
背
景
に
つ
い
て
、「
鳥
取
の

目
指
す
も
の
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、

具
体
的
に
動
く
こ
と
が
難
し
く
感
じ

て
い
た
。
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
鳥

取
市
や
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
同
じ

方
向
を
向
き
、
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
縫
谷
副
委
員
長
か
ら
、

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案

と
鳥
取
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
鳥
取
は
、

今
後
も
少
子
高
齢
化
や
経
済
規
模
の

縮
小
・
疲
弊
が
予
想
さ
れ
、
地
域
に

誇
り
や
愛
着
が
持
て
な
い
若
者
が
流

September 2024 女性会だより9 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club   

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会
と
の

と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

意
見
交
換

意
見
交
換

例会のようす

荒田委員長の説明

出
し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い

く
た
め
に
は
、
鳥
取
の
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
し
、
組
織
を
作
り
、
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
次
に
荒
田
委
員
長
か
ら
、
歴
史
的

資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
の
説
明
が
あ
り
、「
鳥
取

の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
観
光
に
繋

げ
、
鳥
取
を
元
気
に
し
た
い
」
と
熱

い
想
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
「
子

ど
も
が
楽
し
め
る
体
験
型
観
光
な
ど

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」「
鳥
取
に

来
る
と
ホ
ッ
と
す
る
と
い
う
観
光
客

の
声
を
よ
く
聞
く
。
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
」「
観
光

地
周
辺
に
駐
車
場
が
少
な
い
と
い
う

意
見
が
毎
年
近
隣
の
店
舗
に
あ
が
っ

て
き
て
い
る
」「
交
通
機
関
の
始
発

や
最
終
便
の
時
間
が
地
元
で
ゆ
っ
く

り
で
き
る
よ
う
な
時
間
帯
で
は
な
い
。

お
い
し
い
魚
や
食
材
が
あ
っ
て
も
食

べ
て
帰
る
時
間
も
持
て
な
い
の
で
は
」

と
、
会
員
か
ら
は
実
際
の
観
光
客
の

声
も
交
え
た
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
は
大
変
盛
り
上
が
り
、
時

間
が
足
り
な
い
と
感
じ
る
ほ
ど
で
し

た
。

　
荒
田
委
員
長
は
、「
観
光
施
策
に

取
り
組
ん
で
も
観
光
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
滞
在
で
き
な
い
よ
う
で

は
意
味
が
な
い
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
落
と
し

込
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
同
委
員
会
に
も
所
属
し

て
い
る
女
性
会
・
中
井
副
会
長
が
「
今

後
も
、
女
性
会
で
鳥
取
の
観
光
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を

持
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
意
見

交
換
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
話
を
聞
き
、
市
民
の
ひ
と

り
ひ
と
り
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める
商工会議所の一翼を担う組織として全国的な連携商工会議所の一翼を担う組織として全国的な連携
のもと、女性の立場から商工業の改善発展に寄与のもと、女性の立場から商工業の改善発展に寄与
することを目的として活動を行っています。することを目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください！！あなたのパワーを女性会にお寄せください！！
【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 森） 【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 森） 

ＴＥＬ：0857-32-8004ＴＥＬ：0857-32-8004

鳥取商工会議所女性会で鳥取商工会議所女性会で
一緒に活動しませんか一緒に活動しませんか
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◆
観
測
史
上
最
高
気
温
！
鳥

取
市
で
は
８
月
22
日
、
１
８
８

３
年
の
統
計
開
始
か
ら
最
も
高

い
気
温
39
・
４
度
を
記
録
し
ま

し
た
。
今
夏
は
連
日
厳
し
い
暑

さ
が
続
き
、
夏
の
疲
れ
が
残
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
◆
暑
か
っ
た
夏
か

ら
秋
へ
。
秋
の
こ
と
わ
ざ
で『
秋

の
日
は
釣
瓶
（
つ
る
べ
）
落
と

し
』
が
あ
り
ま
す
。
釣
瓶
と
は

井
戸
で
水
を
く
み
上
げ
る
道
具

の
こ
と
で
、
秋
の
日
は
井
戸
の

釣
瓶
が
落
ち
る
よ
う
に
日
暮
れ

が
早
い
こ
と
の
た
と
え
◆
も
う

す
ぐ
「
秋
分
の
日
」。
涼
し
い

秋
の
夜
長
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
し

た
い
で
す
ね
！�

（
Ａ
）
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第
20
期
鳥
取
市
観
光
大
学

              

受
講
生
募
集
！

　
鳥
取
市
観
光
大
学
運
営
委
員
会

は
、
第
20
期
鳥
取
市
観
光
大
学
の
受

講
生
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
▼
受
講
日
―
12
月
３
日
、
10
日
、

２
０
２
５
年
１
月
９
日
、
17
日
、
23

日
、
31
日
、
２
月
６
日
（
試
験
）、
10
日

（
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
実
地

試
験
）、
３
月
３
日
（
認
定
証
授
与
式
）

▼
場
所
―
鳥
取
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室
（
鳥
取
市
幸
町
71
番
地
）
ほ

か
▼
受
講
料
―
６
０
０
０
円
（
開
校

式
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
者
―
鳥
取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
受
講
可
能
▼
申
込
締
切
―

10
月
18
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法
―
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
受

講
申
込
書
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
郵
送
な
ど
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取

市
観
光
大
学
運
営
委
員
会
事
務
局

（（
一
社
） 

鳥
取
市
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
内
） 

℡
０
８
５

７
―
26
―
０
７
５
６

　
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
実

行
委
員
会
は
、
第
25
回
鳥
取
三
十
二

万
石
お
城
ま
つ
り
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

【
時
代
行
列
】

　
◆
日
時
―
９
月
28
日
（
土
）
午
前

11
時
～
午
後
２
時
頃
◆
場
所
―
智
頭

街
道
→
き
な
ん
せ
広
場
→
鳥
取
駅
→

若
桜
街
道
◆
出
陣
式
―
午
前
11
時
20

分
（
き
な
ん
せ
広
場
）

【
お
城
ま
つ
り
】

　
◆
日
時
―
９
月
29
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
◆
場
所
―
鳥
取
城

跡
、
久
松
公
園
◆
火
縄
銃
鉄
砲
隊
に

よ
る
演
武
―
午
後
１
時
◆
そ
の
他
―

姉
妹
都
市
の
出
店
や
グ
ル
メ
ブ
ー

ス
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。
同
時
開
催
：
第
15
回
鳥

取
市
地
産
地
消
フ
ェ
ア

▼
問
い
合
わ
せ
先
ー
鳥
取
三
十
二
万

石
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（（
一
社
）
鳥
取
市
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
内
）
℡
０
８
５

７
―
26
―
０
７
５
６

問い合わせ先　鳥取商工会議所経営支援一課　TEL：0857-32-8005

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

９
／
20
㈮

T
O

T
T

O
R

I IL
L

U
S

T
R

A
T

IO
N

 2024

【
公
開
】

21
㈯

T
O

T
T

O
R

I IL
L

U
S

T
R

A
T

IO
N

 2024

【
公
開
】

22
㈰

T
O

T
T

O
R

I IL
L

U
S

T
R

A
T

IO
N

 2024

【
公
開
】

23
㈪

T
O

T
T

O
R

I IL
L

U
S

T
R

A
T

IO
N

 2024

【
公
開
】

28
㈯

コ
モ
ド　

イ
ベ
ン
ト

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

29
㈰

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
②

～
ベ
ー
カ
リ
ー
職
人
に
教
わ
る 

し
あ
わ
せ
手
ご
ね

パ
ン
～
【
有
料
・
申
込
要
】

10
／
5
㈯

ユ
ー
ス
部
交
流
会
（
コ
ー
ヒ
ー
淹
れ
方
講
座
・
意
見

交
換
会
）

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

6
㈰

M
a
n
a
 L

eo
n
e H

a
seg

a
w

a
 

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
有
料
・
申
込
要
】

7
㈪

技
術
講
習
会

12
㈯

コ
モ
ド
保
育
園
合
同
運
動
会

14
㈪

医
系
専
門
予
備
校
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ボ
主
催

「
医
学
部
入
試
合
格
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

15
㈫

研
修
会

19
㈯

秋
の
山
野
草
パ
レ
ッ
ト
展
【
公
開
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

知財無料相談会のご案内
　毎月第１金曜日にI

い ん ぴ っ と

NPIT鳥取県知財総合支援窓口（受託機関：一般社
団法人鳥取県発明協会）と連携して知財無料相談会を開催します。
　ご希望の方は、相談日前日の12時までにお申し込みください。

 

第
25
回
鳥
取
三
十
二
万
石

    

お
城
ま
つ
り
の
ご
案
内

１．日　時　10月４日（金）
　　　　　   ①13：00～14：00　②14：00～15：00　③15：00～16：00

（ご希望の時間をお選びください。）
２．場　所 鳥取商工会議所　５階　会議室
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２
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会
▽
日
商
簿

記
検
定
試
験
（
団
体
試
験
方
式
）

６
　
県
連
幹
事
会
（
倉
吉
市
）
▽
青
年
部
鳥
取

お
城
委
員
会

７
　
運
送
業
界
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
▽
マ
ル
経
融
資
審
査
会
▽
青
年
部
例
会

８
　
金
融
部
会
研
修
会
・
会
員
交
流
会

９
　
県
連
定
期
総
会
（
米
子
市
）
▽
日
商
簿
記

検
定
試
験
（
団
体
試
験
方
式
）

16
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

19
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
青
年
部
広
報
委
員

会

20
　
定
例
金
融
相
談
会
▽
や
っ
て
み
よ
う
！

デ
ー
（
ｄ
ａ
ｙ
）（
体
験
的
学
習
活
動
等

休
業
日
）協
力
要
請
▽
山
陽
小
野
田
市「
Ａ 

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
意
見
交
換
会
▽
青
年
部

５
役
会

21
　
青
年
部
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
委
員
会

22
　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
視
察
研
修
（
23
日
も
、
和
歌
山
県
田

辺
市
）
▽
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会

27
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
理
事
会

28
　
障
が
い
者
雇
用
の
推
進
要
請

29
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
講
座

30
　
流
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
31
日
も
、
島
根
県
益

田
市
）

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　10月15日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

８
月
抜
粋

宿泊・宴会・婚礼・会食など
幅広くご利用いただける
「人に優しいホテル」

〒680-0822
鳥取市今町２-153
TEL 0857-23-1111㈹

各種イベント詳細はこちら

人と自然が共に生きる未来へ人と自然が共に生きる未来へ

株式会社 ア ス コ
建設コンサルタント 

車検・点検・一般整備・板金塗装
新車・中古車・リース・自動車保険

営業種目

本社工場／鳥取市千代水3丁目22番地
TEL（0857）28-2500  FAX（0857）31-6333

安全と安心をひろげる
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


